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3. コース画面左下に「簡単メニュー」ブロックが表示され
ました。移動させたい場合は、十字アイコンをドラッグ
して動かすことができます。

◆授業で学生に資料を配布したいとき、
Moodleのコース上に簡単に資料を追加することができます。

◆休講のアナウンス等、重要なお知らせを学生に一方向で連絡したいときに、
学生全員にメッセージを送ることもできます。

◆出席をとって確認することも！
◆課題を作成し、確認・ダウンロードまでできます。
◆それから、このページが学生にどう見えているかを確認することも

カンタン・ベンリな新機能、早速使ってみませんか。

1. コース内画面より、
画面右上の［編集モードの開始］をクリックします。

2. コース画面左下の「ブロックを追加する」の
プルダウンから「簡単メニュー」を選択します。

４.画面右上の［編集モードの終了］をクリックして、

簡単メニューブロックの追加を終わります。

簡単メニューでできること

まずは「簡単メニュー」ブロックを追加しよう

Moodleの各コースで簡単に出席や課題メニューを表示するためのプラグイン『簡単メニュー』機能が

新しく追加されましたので、ご紹介します。

詳細は、M2B学習支援システムマニュアル（教員用）/ Moodle / 操作編 をご参照ください。

マニュアルは、Moodleログイン後、～LINK～ ブロックからご覧いただけます。

https://moodle.s.kyushu-u.ac.jp/pluginfile.php/232271/mod_resource/content/19/M2B%E3%83%9E%E3%83%8B%E3%83%A5%E3%82%A2%E3%83%AB(%E6%95%99%E5%B8%AB%E7%94%A8)/html/easy_menu.html


M2B学習支援システムは、SSO-KIDを持つ全て

の方が利用可能となっています。

授業内での利用方法は授業設計に合わせて取り入

れることができますので、利用方法でお困りの場合

は、お気軽にM2B事務局までお問合せください。

(2018年2月8日現在)

M2Bシステムの利用状況
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昨年から青梅を漬けたり，梅酒・梅シロップを作

りはじめました．梅は６月頃しか出回らないため，

この時期，私の近所の八百屋さんでは，梅干し・梅

酒を作る人達が良い梅を求めて熾烈（？）な早い者

勝ち競争を繰り広げます（特におばあちゃん達が）．

青梅漬けは，洗ってヘタを

取って塩漬け・放置するだ

けなのでとても簡単です．

夏バテ予防にもおすすめです．

M2Bシステム利用授業数

Moodle 1582コース

Mahara 80科目

BookRoll 103科目

moodle でクリッカーが使えるようになりました

近年、双方向的な教育形態を実現できるツールの一つとして、クリッカーの活用が広まっています。クリッ
カーを用いることで、大人数の講義であっても、クラスの学生の考えや理解度を容易に把握したり、可視化する
ことが可能になります。

現在、九州大学のmoodle では、LAセンターで独自に開発したクリッカー機能を提供しています。これまでは、
講義などでクリッカーを利用するためには、学生一人ひとりに専用の端末を用意するなど、多くの準備が必要で
した。しかし、今ではmoodle 内の機能として、簡単にクリッカーを利用できます。これまでクリッカーを利用
されたことがある方も、これから試してみたいと思っている方も、ぜひ一度利用してみませんか？

1) コース画面左下の「ブロックを追加する」のプルダウンから「クリッカー」を選択します。これによって、
教員と学生にクリッカーブロックが表示されます。

2) 教員は、表示されたクリッカーブロックの設定画面から、セッションの開始と終了が操作できます。
3) 学生は、教員がセッションを開始している間に、クリッカーブロックに表示されている数字をクリックする

ことで、回答を送信できます。
4) 学生の回答状況は、リアルタイムでグラフに可視化されます。これをプロジェクターに表示すれば、回答分

布などをクラス内で容易に共有できます。
5) 過去の学生の回答状況は、システム内に保存されていて、いつでもCSV形式のログとして取り出せます。

クリッカーブロックの表示
上は教員画面、下は学生画面

回答状況はリアルタイムで集計され、ヒス
トグラムまたは円グラフで可視化されます。
過去のセッションの回答を表示することも
できます。

クリッカーブロックを追加すると、
コース左下に表示されます。
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